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議会を傍聴して
みませんか

本会議は51人、委員会は12人ま
で傍聴できます。詳しくは議会事務
局までご確認ください。

12月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです
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年に4回
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本会議
委員長報告・質疑

討論・採決

建設経済
常任委員会

市民との意見交換会を開催します
場所　いきいき情報センター2階

日時　令和5年11月19日㈰

　　  10：00～12：00

申込　不要

内容　全体会・分散会（3常任委員会）
※詳しい内容については市議会ホームページやポスター・
　 チラシをご覧ください

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

編集/太宰府市総務部経営企画課：〒818-0198　  太宰府市観世音寺一丁目1番1号
　　　　 ☎092(921)2121　　FAX(921)1601　　　　　keiei-kikaku@city.dazaifu.lg.jp

太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！
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太
宰
府
の
文
化
財
462

観
世
音
寺
は
１
３
０
０
年
以
上
続
く
、

太
宰
府
を
代
表
す
る
古
刹
で
す
。
か
つ
て

は
「
府
の
大
寺
」
と
呼
ば
れ
、
大
宰
府
管
内

の
僧
を
統
括
す
る
寺
院
と
し
て
、
遠
く
都

に
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
『
源
氏
物
語
』

第
22
帖
玉
鬘
に
は
、
玉
鬘
の
乳
母
が
大
宰

大
弐
(
大
宰
府
行
政
の
現
地
最
高
責
任
者
)

の
観
世
音
寺
参
詣
が
帝
の
行
幸
の
よ
う

だ
っ
た
と
話
す
場
面
が
あ
り
、
物
語
な
が

ら
、
観
世
音
寺
そ
し
て
大
宰
府
が
大
い
に

繁
栄
し
て
い
た
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

観
世
音
寺
に
は
、
多
く
の
文
化
財
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
奈
良
の
東
大
寺
に

も
、
観
世
音
寺
が
保
安
元
年
(
１
１
２
０
)

に
東
大
寺
の
末
寺
と
な
る
に
あ
た
っ
て
進

上
し
た
文
書
記
録
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。そ
の
中
に
、
碁
盤
目
に
整
然
と
区
画
さ

れ
た
街
・
大
宰
府
条
坊
の
中
の
寺
所
有
地

を
記
し
た
史
料
が
複
数
あ
り
、
そ
の
一
つ

に
、
観
世
音
寺
の
寺
域
と
条
坊
の
位
置
関

係
を
示
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

長
徳
２
年(
９
９
６
)
年
閏
７
月
25
日
の

史
料
は
、
観
世
音
寺
か
ら
要
請
を
受
け
た

大
宰
府
が
左
郭
４
条
７
・
８
坊
内
の
土
地
・

面
積
１
町
３
反
を
観
世
音
寺
に
施
入
す
る

こ
と
を
決
め
観
世
音
寺
に
伝
え
た
文
書
の

記
録
で
す
。そ
の
土
地
の
西
辺
に
は
「
寺
大

門
」が
あ
る
と
記
さ
れ
、
別
の
文
書
目
録
に

「
南
大
門
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
大
門
が

大
宰
府
条
坊
の
左
郭
４
条
７
坊
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
、
考
古
学
の
成
果
に
よ
り
、
一
辺
90

ｍ
四
方
の
方
眼
上
で
条
坊
の
遺
構
が
検
出

さ
れ
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
地
図
に
重
ね
る
と
、
観
世
音
寺

の
南
大
門
の
位
置
は
、
確
か
に
政
庁
か
ら

東
へ
７
区
画
目
(
左
郭
７
坊
)
で
あ
り
、
ま

た
７
区
画
目
を
細
か
く
み
る
と
、
区
画
の

東
辺
か
ら
約
１
／
３
西
の
位
置
の
北
辺
に

南
大
門
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
施
入
さ
れ
た
の
は
、
左
郭

７
坊
の
う
ち
南
大
門
の
東
側
３
反
と
８
坊

全
体
の
１
町
だ
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

こ
う
し
て
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
文
献
記

録
の
正
し
さ
と
、
考
古
学
研
究
成
果
の
確

か
ら
し
さ
が
同
時
に
証
明
さ
れ
、
大
宰
府

条
坊
の
解
明
と
、
古
代
大
宰
府
の
景
観
復

元
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

こ
の
長
徳
２
年
の
文
書
は
、
大
宰
少
弐

(
大
宰
府
行
政
の
責
任
者
)
で
筑
前
守
(
筑

前
国
の
長
官
)
を
兼
任
す
る
藤
原
朝
臣
(
朝

臣
は
姓
)
と
い
う
人
物
が
発
給
し
て
い
ま

す
。そ
の
名
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
の
主
人

公
で
『
源
氏
物
語
』
の
作
者
・
紫
式
部
の
夫

の
藤
原
宣
孝
は
、
正
暦
元
年
(
９
９
０
)
に

筑
前
守
と
し
て
赴
任
し
、
同
３
年
(
９
９

２
)
頃
に
は
大
宰
少
弐
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

そ
の
数
年
後
で
す
の
で
、
こ
れ
は
宣
孝
本

人
、
も
し
く
は
次
の
赴
任
者
が
発
給
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
冒
頭
で
述
べ
た

源
氏
物
語
の
場
面
は
、
南
大
門
前
を
通
る

華
や
か
な
参
詣
行
列
が
当
時
実
際
に
行
わ

れ
て
い
て
、
宣
孝
を
介
し
て
紫
式
部
に
伝

わ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

施
入
さ
れ
た
土
地
の
一
部
は
現
在
、
観

世
音
寺
前
の
ト
イ
レ
・
多
目
的
広
場
と
し

て
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
歴
史

に
お
い
て
も
研
究
史
に
お
い
て
も
重
要
な

場
所
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

※

大
弐
の
妻
の
参
詣
と
の
解
釈
も
あ
り
ま
す
。

文
化
財
課
　
　
井
上
　
信
正

大宰府条坊一辺90m方眼と観世音寺（上が北）

観世音寺南大門跡と門前（北から撮影）

大
宰
府
条
坊
と
観
世
音
寺
門
前

 

右
郭
２
坊

右
郭
１
坊

左
郭
１
坊

左
郭
２
坊

左
郭
３
坊

左
郭
４
坊

左
郭
５
坊

左
郭
６
坊

左
郭
７
坊

左
郭
８
坊

た
ま 

か
ず
ら

ほ
　 

あ
ん

ち
ょ
う
と
く

う
る
う

だ 

ざ
い
の
し
ょ
う 

に

ち
く
ぜ
ん
の
か
み

ふ
じ
わ
ら
の 

あ
　 

そ
ん

か
ば
ね

む
ら
さ
き 

し
き 

ぶ

ふ
じ
わ
ら
の
　
の
ぶ 

た
か

だ
い 

に

※

だ 

ざ
い
の

の
ぶ
　
ま
さ

い
の
　
う
え

（旧ツイッター）x
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令和4年度決算特別委員会にて一般会計、所管常任委員会にて特別会計・

公営企業会計について審査を行い、9月20日の本会議において認定・可決されました。

太宰府市 の

お金の使い方をチェック

令和4年度 各会計の決算を認定しました

決 算 審 査
特 別 委 員 会

会　計　別
歳　　入 歳　　出

決算額（A） 決算額（B）

一般会計 31,753,699,010

6,894,457,778

1,400,995,636

5,616,902,567

4,357,977

45,670,412,968

29,484,792,478

6,794,703,051

1,354,993,295

5,550,290,980

2,854,797

43,187,634,601

差引残額

（A－B）

2,268,906,532

99,754,727

46,002,341

66,611,587

1,503,180

2,482,778,367

特
別
会
計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

住宅新築資金等貸付事業

合　　計

令和4年度 一般会計・特別会計決算 単位：円

区　　分 R3年度末 R4年度末 増減額

市　　債 20,693,761

5,706,972

19,510,307

6,541,104

▲1,183,454

834,132基　　金

令和4年度 市債・基金残高（普通会計） 単位：千円

会
計 科　　目 決算額

水
道
事
業

下
水
道
事
業

収益的収入

収益的支出

収益的収支

1,566,656,706

1,288,970,584

277,686,122

科　　目 決算額

資本的収入

資本的支出

資本的収支

364,912,200

1,363,964,756

▲999,052,556

収益的収入

収益的支出

収益的収支

1,826,712,307

1,412,965,983

413,746,324

資本的収入

資本的支出

資本的収支

235,126,580

870,605,459

▲635,478,879

令和4年度 公営企業会計決算 単位：円

※不足額は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんしました。

「市債」は市の借金、「基金」は市の貯金にあたります。

決算審査で交わされた質疑の中から、委員の関心が高かったものを掲載しています。
金額については1万円単位で記載しています。

市長と語る会の実施状況について

コロナ渦であったこともあり、令和4年度は実施しませんでした。 
この間市長と語る会の今後の開催方法等を検討していました。

「令和の都太宰府ふるさと納税基金積立金」1億円に関して、基金の目的と使途について

令和の都のまちづくりに活用することを目的に、主に新たな行政需要に対応するための基金です。

コミュニティバス「まほろば号」の運行改善に向けての検討状況について

「まほろば号」を含む市全体の交通計画の中で検討しているところです。

固定資産税が大きく増加した理由について

令和3年度のみ適用されたコロナ対策の固定資産税の軽減措置が終了したことが主な要因です。

「市民の森」に関して、市民と共同で行った検討会議を踏まえ計画をまとめたものについて

「市民の森」の維持管理についての計画の策定を行っているところです。

令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクト推進事業委託料（405万円）の内容について

梅の実分析調査研究業務委託料（100万円）、

「蝶
ちょう

矢
や

謹製大宰府梅酒」の製造委託料（264万円）
および梅の実の収穫作業委託料（41万円）です。

小中学校のオンライン家庭学習環境の整備に関して、モバイルルーター（本体購入台数250台、
通信契約台数113台、貸出台数11台）の活用状況について

保護者アンケートを参考に250台を購入しましたが、実際に申し出を受け付けたところ、
貸出台数は11台という結果になりました。

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源に始めた事業のうち、
同交付金が無くなった後も一般財源により継続して行う事業はあるか

来年度の予算編成の過程で、しっかり検討していきたいと考えています。

新型コロナウイルスワクチン接種事業関係費に関して、コールセンター委託料（9,104万円）と
会場運営委託料（1億4,096万円）の業務委託の契約方法について

両委託契約ともに随意契約となっています。

鳥獣被害防止対策事業補助金に関連してイノシシ等の有害鳥獣の捕獲数が増加しており、
本市と隣接する大野城市、筑紫野市及び宇美町との連携した対応について

有害鳥獣の捕獲状況等の情報共有を行っています。
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同交付金が無くなった後も一般財源により継続して行う事業はあるか

来年度の予算編成の過程で、しっかり検討していきたいと考えています。

新型コロナウイルスワクチン接種事業関係費に関して、コールセンター委託料（9,104万円）と
会場運営委託料（1億4,096万円）の業務委託の契約方法について

両委託契約ともに随意契約となっています。

鳥獣被害防止対策事業補助金に関連してイノシシ等の有害鳥獣の捕獲数が増加しており、
本市と隣接する大野城市、筑紫野市及び宇美町との連携した対応について

有害鳥獣の捕獲状況等の情報共有を行っています。
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○令和5年第3回定例会（令和5年8月25日～9月20日）　会期27日間

費　目 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容補正予算額

社会福祉費 エネルギー・食料品価格等の高騰の影響を受ける高齢者に対し、生活支援として給付を行うもの。1億2,109万円

◆歳入・歳出それぞれ16億9,992万円4千円を補正追加し、

   総額は320億1,464万円9千円になりました。

○令和5年度一般会計補正予算（第3号）

◆太宰府市議会基本条例に基づき、提出された請願は所管の常任委員会に付託・審査
   された上で自由な討議で議論を尽くすことを求める請願書

⇒即日採決ではなく、太宰府市議会の常任委員会での審理及び報告を踏まえた上で太宰府市議会の本会議において
自由な討議により議論を尽くして請願の是非を判断することを求めるものです。«請願第1号»

◆教育予算の拡充等を求める意見書
⇒教育予算の拡充や中学校・高等学校での35人学級の早期実現、教職員定数の改善を求めるものです。
　«意見書第5号»

○請願・意見書

◆人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

○人　事

◆太宰府市子育て支援

　センター条例の一部を

　改正する条例
⇒児童福祉法等の改正に伴い、こども家庭
センター事業を行うにあたり、条例を
改正しました。«議案第42号»

○条　例

◆令和5年度太宰府市一般会計補正予算
（専決第3号） 
⇒7月に発生した大雨による災害を受け、一刻も
早く復旧に向けた取組を行うため、歳入歳出そ
れぞれに3億4,725万3千円を追加し、予算総額
は303億1,472万5千円になりました。《議案第
40号»

○専決処分

①高齢者物価高騰緊急支援給付事業

費　目 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容補正予算額

道路橋梁費
大雨時に冠水等の危険性が高い市内地下道7カ所について、危険性の低減を図るための対策を
検討するとともに、一部の地下道についての安全対策を講ずるもの。

1,375万円

④市内地下道安全対策事業

費　目 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容補正予算額

企画費 コミュニティバス運営費300万円

社会福祉費
高齢者施設等関係費694万円

障がい者施設等推進費19万円

児童福祉費 市立保育所管理運営費、教育・保育施設費301万円

③物価高騰対策支援

費　目 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容補正予算額

教育総務費
エネルギー・食料品価格等の高騰が続く中、小中学生の給食費を3カ月分
無償化することにより、小中学生の子育て世帯を支援するもの。

9,524万円

②市立小中学校の給食費無償化

エネルギー・食料品価格等の高騰が続く中、エ
ネルギーコスト等の補助することにより、活動
を支援するもの。

費　目 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容補正予算額

総務管理費
公共施設整備基金　公共施設の老朽化に伴う今後の改修や更新、長寿命化対策などに備えるため。5億407万円

企画費

財政調整資金2億円

令和の都太宰府ふるさと納税基金3億円

社会福祉費 地域福祉基金3億円

⑤基金への積み立て

※主なものを掲載しています

案　件　名議案番号等 議決結果

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて（令和5年度太宰府市一般会計補正予算（専決第3号））

市道路線の認定について

太宰府市子育て支援センター条例の一部を改正する条例について

令和5年度太宰府市一般会計補正予算（第3号）について

令和5年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）について

令和5年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）について

令和5年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）について

令和5年度太宰府市水道事業会計補正予算（第1号）について

令和4年度太宰府市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和4年度太宰府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和4年度太宰府市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和4年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和4年度太宰府市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和4年度太宰府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和4年度太宰府市健全化判断比率の報告について

令和4年度太宰府市水道事業会計資金不足比率の報告について

令和4年度太宰府市下水道事業会計資金不足比率の報告について

太宰府市土地開発公社の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市国際交流協会の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団の経営状況報告について

特別委員会（手話言語条例調査研究特別委員会）の設置について

諮問第1号

諮問第2号

諮問第3号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

認定第7号

報告第7号

報告第8号

報告第9号

報告第10号

報告第11号

報告第12号

発議第2号

適任

適任

適任

承認

可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認定

認定

認定

認定

原案可決及び認定

原案可決及び認定

―

―

―

―

―

―

原案可決

9月定例会 全会一致で議決した議案

議案番号等

不採択

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち 市民ネット 無会派

タ
コ
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ド

笠
利
　
　
毅
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真
由
美

※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

市民の声：太宰府市民の声　　市民ネット：太宰府市民ネット　　無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

認定第1号
令和4年度太宰府市一般会計歳入歳出決算
認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○認定

請願第1号

太宰府市議会基本条例に基づき、提出された
請願は所管の常任委員会に付託・審査された
上で自由な討議で議論を尽くすことを求める
請願書

× × × × × × ※ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

原案
可決

意見書第5号 教育予算の拡充等を求める意見書 ○ ○ × × × ○ ※ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月定例会 賛否の分かれた議案

定例会リポート定例会リポート9 月

⇒人権擁護委員に鎌石洋子氏、木村千鶴氏、馬場礼子氏を適任と答申しました。《諮問第1号、2号、3号》
かまいし よう こ き　むら ば　 ばち　づる れい こ

適  任適  任

承　認承　認 原案可決原案可決

不 採 択不 採 択

原案可決原案可決

原案可決原案可決
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○令和5年第3回定例会（令和5年8月25日～9月20日）　会期27日間

費　目 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容補正予算額

社会福祉費 エネルギー・食料品価格等の高騰の影響を受ける高齢者に対し、生活支援として給付を行うもの。1億2,109万円

◆歳入・歳出それぞれ16億9,992万円4千円を補正追加し、

   総額は320億1,464万円9千円になりました。

○令和5年度一般会計補正予算（第3号）

◆太宰府市議会基本条例に基づき、提出された請願は所管の常任委員会に付託・審査
   された上で自由な討議で議論を尽くすことを求める請願書

⇒即日採決ではなく、太宰府市議会の常任委員会での審理及び報告を踏まえた上で太宰府市議会の本会議において
自由な討議により議論を尽くして請願の是非を判断することを求めるものです。«請願第1号»

◆教育予算の拡充等を求める意見書
⇒教育予算の拡充や中学校・高等学校での35人学級の早期実現、教職員定数の改善を求めるものです。
　«意見書第5号»

○請願・意見書

◆人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

○人　事

◆太宰府市子育て支援

　センター条例の一部を

　改正する条例
⇒児童福祉法等の改正に伴い、こども家庭
センター事業を行うにあたり、条例を
改正しました。«議案第42号»

○条　例

◆令和5年度太宰府市一般会計補正予算
（専決第3号） 
⇒7月に発生した大雨による災害を受け、一刻も
早く復旧に向けた取組を行うため、歳入歳出そ
れぞれに3億4,725万3千円を追加し、予算総額
は303億1,472万5千円になりました。《議案第
40号»

○専決処分

①高齢者物価高騰緊急支援給付事業

費　目 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容補正予算額

道路橋梁費
大雨時に冠水等の危険性が高い市内地下道7カ所について、危険性の低減を図るための対策を
検討するとともに、一部の地下道についての安全対策を講ずるもの。

1,375万円

④市内地下道安全対策事業

費　目 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容補正予算額

企画費 コミュニティバス運営費300万円

社会福祉費
高齢者施設等関係費694万円

障がい者施設等推進費19万円

児童福祉費 市立保育所管理運営費、教育・保育施設費301万円

③物価高騰対策支援

費　目 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容補正予算額

教育総務費
エネルギー・食料品価格等の高騰が続く中、小中学生の給食費を3カ月分
無償化することにより、小中学生の子育て世帯を支援するもの。

9,524万円

②市立小中学校の給食費無償化

エネルギー・食料品価格等の高騰が続く中、エ
ネルギーコスト等の補助することにより、活動
を支援するもの。

費　目 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容補正予算額

総務管理費
公共施設整備基金　公共施設の老朽化に伴う今後の改修や更新、長寿命化対策などに備えるため。5億407万円

企画費

財政調整資金2億円

令和の都太宰府ふるさと納税基金3億円

社会福祉費 地域福祉基金3億円

⑤基金への積み立て

※主なものを掲載しています

案　件　名議案番号等 議決結果

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて（令和5年度太宰府市一般会計補正予算（専決第3号））

市道路線の認定について

太宰府市子育て支援センター条例の一部を改正する条例について

令和5年度太宰府市一般会計補正予算（第3号）について

令和5年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）について

令和5年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）について

令和5年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）について

令和5年度太宰府市水道事業会計補正予算（第1号）について

令和4年度太宰府市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和4年度太宰府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和4年度太宰府市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和4年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和4年度太宰府市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和4年度太宰府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和4年度太宰府市健全化判断比率の報告について

令和4年度太宰府市水道事業会計資金不足比率の報告について

令和4年度太宰府市下水道事業会計資金不足比率の報告について

太宰府市土地開発公社の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市国際交流協会の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団の経営状況報告について

特別委員会（手話言語条例調査研究特別委員会）の設置について

諮問第1号

諮問第2号

諮問第3号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

認定第7号

報告第7号

報告第8号

報告第9号

報告第10号

報告第11号

報告第12号

発議第2号

適任

適任

適任

承認

可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認定

認定

認定

認定

原案可決及び認定

原案可決及び認定

―

―

―

―

―

―

原案可決

9月定例会 全会一致で議決した議案

議案番号等

不採択

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち 市民ネット 無会派
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※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

市民の声：太宰府市民の声　　市民ネット：太宰府市民ネット　　無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

認定第1号
令和4年度太宰府市一般会計歳入歳出決算
認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○認定

請願第1号

太宰府市議会基本条例に基づき、提出された
請願は所管の常任委員会に付託・審査された
上で自由な討議で議論を尽くすことを求める
請願書

× × × × × × ※ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

原案
可決

意見書第5号 教育予算の拡充等を求める意見書 ○ ○ × × × ○ ※ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月定例会 賛否の分かれた議案

定例会リポート定例会リポート9 月

⇒人権擁護委員に鎌石洋子氏、木村千鶴氏、馬場礼子氏を適任と答申しました。《諮問第1号、2号、3号》
かまいし よう こ き　むら ば　 ばち　づる れい こ

適  任適  任

承　認承　認 原案可決原案可決

不 採 択不 採 択

原案可決原案可決

原案可決原案可決
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

行
政
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
、
持
続
的
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
提
供

す
る
た
め
、
人
口
減
少
社
会

に
的
確
に
対
応
す
る
行
政
組

織
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
３
点
伺
う
。

①
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観

点
か
ら
、
内
部
統
制
の
整

備
と
運
用
の
改
善
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

②
地
方
公
共
団
体
が
事
務
を

適
正
に
処
理
す
る
た
め
の

体
制
を
新
た
に
整
備
す
る

必
要
は
な
い
の
か
。

③
新
た
に
内
部
統
制
部
局
を

設
け
て
、
監
査
委
員
制
度

の
強
化
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

副
市
長
　
①
経
営

会
議
や
副
市
長
・

部
長
会
議
等
で
全
庁
的
な

リ
ス
ク
管
理
等
の
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
政
に
対
す
る
市

民
の
信
頼
性
を
引
き
続
き

確
保
す
る
た
め
に
も
、
リ

ス
ク
管
理
や
法
令
順
守
等

の
在
り
方
を
、
常
に
研
究

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

理
事
　
②
今
後
も
引
き
続
き
、

他
自
治
体
の
状
況
把
握
を

は
じ
め
、
当
市
に
ふ
さ
わ

し
い
内
部
統
制
制
度
の
在

り
方
を
追
求
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

③
総
務
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
内
部
統
制
制
度
は

監
査
制
度
の
充
実
強
化
と

と
も
に
導
入
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

監
査
制
度
の
充
実
強
化
に

つ
き
ま
し
て
も
調
査
研
究

し
て
い
き
ま
す
。
　

現
在
、
ま
ほ
ろ
ば

号
が
通
っ
て
い
な

い
青
山
地
区
へ
の
乗
り
入
れ

に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
ま
ほ
ろ
ば
号
の
延
伸
協
議

の
際
、
青
山
地
区
に
つ
い

て
は
協
議
し
な
か
っ
た
の

か
。

②
現
在
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
バ

ス
停
と
西
鉄
バ
ス
の
既
存

バ
ス
停
が
重
複
し
て
い
る

バ
ス
停
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
。

③
高
雄
回
り
を
青
山
地
区
に

延
伸
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

そ
の
見
解
に
つ
い
て
。

部
長
　
①
昨
今
の

予
期
せ
ぬ
コ
ロ
ナ

禍
、
物
価
高
騰
、
乗
務
員

不
足
な
ど
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
、
ま
ず

は
そ
の
運
行
維
持
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現

時
点
で
は
、青
山
地
区
含
め
、

ま
ほ
ろ
ば
号
延
伸
の
具
体

的
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
重
複
し
て
い
る
バ
ス
停
の

利
用
状
況
は
、
ま
ほ
ろ
ば

号
の
全
バ
ス
停
の
う
ち
約

２
割
程
度
で
す
。

③
ま
ほ
ろ
ば
号
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
は
、
既
存
路
線
と

の
調
整
も
必
要
で
、
本
市

の
交
通
全
体
の
中
で
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
情
報
収
集
、
地
域

公
共
交
通
計
画
策
に
お
い

て
の
議
論
を
参
考
に
総
合

的
に
本
市
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
公
共
交
通
の
在

り
方
が
適
し
て
い
る
か
調

査
研
究
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

本
市
の
学
校
教
育

の
課
題
と
方
向
性

に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
水
泳
授
業
に
つ
い
て

②
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て

③
本
市
の
学
校
現
場
に
お
け

る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

理
事
　
①
平
成
31

年
３
月
議
会
に
て
、

民
間
プ
ー
ル
を
活
用
し
て

の
水
泳
授
業
の
予
算
を
計

上
し
、
令
和
元
年
度
よ
り

開
始
し
ま
し
た
。
当
初
は

移
動
手
段
や
移
動
時
間
に

課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

学
校
の
時
制
の
工
夫
や
民

間
事
業
者
と
の
協
議
な
ど

を
行
い
、
毎
年
度
、
時
間

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
受
け
皿
と
な
る
団
体
の
確

保
や
指
導
者
の
確
保
及
び

育
成
、
施
設
管
理
と
利
用

方
法
、
指
導
者
の
報
酬
に

係
る
費
用
負
担
等
の
多
様

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
中

学
校
長
と
市
教
育
委
員
会

関
係
課
長
等
で
会
議
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
本
市

独
自
の
事
業
「
部
活
動
外

部
指
導
者
派
遣
事
業
」
を

有
効
活
用
し
指
導
者
の
確

保
や
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

③
令
和
元
年
度
よ
り
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
を
導
入
し
、

令
和
３
年
度
に
は
働
き
方

改
革
取
組
指
針
を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
教
員

不
足
解
消
を
国
や
県
に
要

望
し
つ
つ
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
や
部
活
動
の
外
部
指

導
員
の
活
用
に
よ
り
教
職

員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

防
災
は
市
の
責
任

か
自
己
責
任
か
、

３
点
伺
う
。

①
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
の

現
状
は
。

②
自
主
避
難
所
開
設
の
際
、

避
難
者
へ
の
備
蓄
品
の
提

供
は
で
き
な
い
の
か
。

③
防
災
事
業
の
予
算
を
拡
充

す
る
た
め
に
積
極
的
に
行

財
政
改
革
を
行
う
考
え
は

あ
る
か
。

市
長
　
①
高
齢
者
、

障
害
の
あ
る
方
、

妊
産
婦
、
乳
幼
児
な
ど
一

般
の
避
難
所
で
の
生
活
が

困
難
な
配
慮
が
必
要
な
避

難
者
対
象
の
福
祉
避
難
所

と
し
て
６
施
設
、
そ
の
他

の
避
難
所
を
含
め
ま
す
と
、

本
市
の
避
難
所
は
、
99
施

設
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
自
主
避
難
所
は
、
法
的
根

拠
に
基
づ
い
て
開
設
し
て

い
る
避
難
所
と
は
異
な
り
、

市
が
独
自
に
開
設
し
て
い

る
も
の
で
す
。
把
握
し
て

い
る
限
り
、
近
隣
の
自
治

体
も
含
め
、
県
内
の
自
治

体
全
て
に
お
い
て
、
避
難

者
に
食
料
等
を
持
参
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

③
防
災
事
業
に
つ
い
て
は
何

よ
り
も
優
先
順
位
を
高
く

し
て
予
算
を
確
保
し
、
専

決
や
補
正
予
算
、
予
備
費
、

基
金
な
ど
も
最
優
先
に
活

用
し
て
い
ま
す
。し
た
が
っ

て
、
行
財
政
改
革
を
行
っ

て
防
災
事
業
の
拡
充
を
行

う
と
い
う
考
え
自
体
が
本

質
的
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

QA

Q

A

Q

A

Q

A

全質問項目

◇本市の学校教育の課題と方向性

について

◇本市の内部統制環境について

◇本市の地域課題解決の取り組み

について 

全質問項目

◇防災は市の責任か自己責任か

◇本市のプロポーザル（企画競争）

入札は透明性・公平性が守られ

ているか

◇梅プロジェクトについて

全質問項目

◇青山地区へのまほろば号の乗り

入れについて

◇安全安心な通学路について

◇高尾川の改修工事について

全質問項目

適
正
な
行
政
事
務
執
行
の
た
め
に

内
部
統
制
制
度
を
充
実
せ
よ

堺
　
　
　
剛  

議
員

さ
か
い

つ
よ
し

問

青
山
地
区
へ
の
ま
ほ
ろ
ば
号

乗
り
入
れ
の
検
討
状
況
を
知
り
た
い

長
谷
川
　
公
成  

議
員

は       

せ    

が

わ

こ

う

せ

い

問

本
市
の
今
後
の

学
校
教
育
は

徳
永
　
洋
介  

議
員

と

く

な

が

よ

う

す

け

問

防
災
は
、
市
の
責
任
か

そ
れ
と
も
自
己
責
任
か

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

市役所 1 階

52第 177 号令和 5 年 11 月 1 日第 177 号令和 5 年 11 月 1 日53



ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

行
政
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
、
持
続
的
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
提
供

す
る
た
め
、
人
口
減
少
社
会

に
的
確
に
対
応
す
る
行
政
組

織
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
３
点
伺
う
。

①
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観

点
か
ら
、
内
部
統
制
の
整

備
と
運
用
の
改
善
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

②
地
方
公
共
団
体
が
事
務
を

適
正
に
処
理
す
る
た
め
の

体
制
を
新
た
に
整
備
す
る

必
要
は
な
い
の
か
。

③
新
た
に
内
部
統
制
部
局
を

設
け
て
、
監
査
委
員
制
度

の
強
化
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

副
市
長
　
①
経
営

会
議
や
副
市
長
・

部
長
会
議
等
で
全
庁
的
な

リ
ス
ク
管
理
等
の
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
政
に
対
す
る
市

民
の
信
頼
性
を
引
き
続
き

確
保
す
る
た
め
に
も
、
リ

ス
ク
管
理
や
法
令
順
守
等

の
在
り
方
を
、
常
に
研
究

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

理
事
　
②
今
後
も
引
き
続
き
、

他
自
治
体
の
状
況
把
握
を

は
じ
め
、
当
市
に
ふ
さ
わ

し
い
内
部
統
制
制
度
の
在

り
方
を
追
求
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

③
総
務
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
内
部
統
制
制
度
は

監
査
制
度
の
充
実
強
化
と

と
も
に
導
入
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

監
査
制
度
の
充
実
強
化
に

つ
き
ま
し
て
も
調
査
研
究

し
て
い
き
ま
す
。
　

現
在
、
ま
ほ
ろ
ば

号
が
通
っ
て
い
な

い
青
山
地
区
へ
の
乗
り
入
れ

に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
ま
ほ
ろ
ば
号
の
延
伸
協
議

の
際
、
青
山
地
区
に
つ
い

て
は
協
議
し
な
か
っ
た
の

か
。

②
現
在
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
バ

ス
停
と
西
鉄
バ
ス
の
既
存

バ
ス
停
が
重
複
し
て
い
る

バ
ス
停
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
。

③
高
雄
回
り
を
青
山
地
区
に

延
伸
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

そ
の
見
解
に
つ
い
て
。

部
長
　
①
昨
今
の

予
期
せ
ぬ
コ
ロ
ナ

禍
、
物
価
高
騰
、
乗
務
員

不
足
な
ど
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
、
ま
ず

は
そ
の
運
行
維
持
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現

時
点
で
は
、青
山
地
区
含
め
、

ま
ほ
ろ
ば
号
延
伸
の
具
体

的
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
重
複
し
て
い
る
バ
ス
停
の

利
用
状
況
は
、
ま
ほ
ろ
ば

号
の
全
バ
ス
停
の
う
ち
約

２
割
程
度
で
す
。

③
ま
ほ
ろ
ば
号
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
は
、
既
存
路
線
と

の
調
整
も
必
要
で
、
本
市

の
交
通
全
体
の
中
で
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
情
報
収
集
、
地
域

公
共
交
通
計
画
策
に
お
い

て
の
議
論
を
参
考
に
総
合

的
に
本
市
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
公
共
交
通
の
在

り
方
が
適
し
て
い
る
か
調

査
研
究
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

本
市
の
学
校
教
育

の
課
題
と
方
向
性

に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
水
泳
授
業
に
つ
い
て

②
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て

③
本
市
の
学
校
現
場
に
お
け

る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

理
事
　
①
平
成
31

年
３
月
議
会
に
て
、

民
間
プ
ー
ル
を
活
用
し
て

の
水
泳
授
業
の
予
算
を
計

上
し
、
令
和
元
年
度
よ
り

開
始
し
ま
し
た
。
当
初
は

移
動
手
段
や
移
動
時
間
に

課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

学
校
の
時
制
の
工
夫
や
民

間
事
業
者
と
の
協
議
な
ど

を
行
い
、
毎
年
度
、
時
間

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
受
け
皿
と
な
る
団
体
の
確

保
や
指
導
者
の
確
保
及
び

育
成
、
施
設
管
理
と
利
用

方
法
、
指
導
者
の
報
酬
に

係
る
費
用
負
担
等
の
多
様

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
中

学
校
長
と
市
教
育
委
員
会

関
係
課
長
等
で
会
議
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
本
市

独
自
の
事
業
「
部
活
動
外

部
指
導
者
派
遣
事
業
」
を

有
効
活
用
し
指
導
者
の
確

保
や
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

③
令
和
元
年
度
よ
り
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
を
導
入
し
、

令
和
３
年
度
に
は
働
き
方

改
革
取
組
指
針
を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
教
員

不
足
解
消
を
国
や
県
に
要

望
し
つ
つ
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
や
部
活
動
の
外
部
指

導
員
の
活
用
に
よ
り
教
職

員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

防
災
は
市
の
責
任

か
自
己
責
任
か
、

３
点
伺
う
。

①
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
の

現
状
は
。

②
自
主
避
難
所
開
設
の
際
、

避
難
者
へ
の
備
蓄
品
の
提

供
は
で
き
な
い
の
か
。

③
防
災
事
業
の
予
算
を
拡
充

す
る
た
め
に
積
極
的
に
行

財
政
改
革
を
行
う
考
え
は

あ
る
か
。

市
長
　
①
高
齢
者
、

障
害
の
あ
る
方
、

妊
産
婦
、
乳
幼
児
な
ど
一

般
の
避
難
所
で
の
生
活
が

困
難
な
配
慮
が
必
要
な
避

難
者
対
象
の
福
祉
避
難
所

と
し
て
６
施
設
、
そ
の
他

の
避
難
所
を
含
め
ま
す
と
、

本
市
の
避
難
所
は
、
99
施

設
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
自
主
避
難
所
は
、
法
的
根

拠
に
基
づ
い
て
開
設
し
て

い
る
避
難
所
と
は
異
な
り
、

市
が
独
自
に
開
設
し
て
い

る
も
の
で
す
。
把
握
し
て

い
る
限
り
、
近
隣
の
自
治

体
も
含
め
、
県
内
の
自
治

体
全
て
に
お
い
て
、
避
難

者
に
食
料
等
を
持
参
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

③
防
災
事
業
に
つ
い
て
は
何

よ
り
も
優
先
順
位
を
高
く

し
て
予
算
を
確
保
し
、
専

決
や
補
正
予
算
、
予
備
費
、

基
金
な
ど
も
最
優
先
に
活

用
し
て
い
ま
す
。し
た
が
っ

て
、
行
財
政
改
革
を
行
っ

て
防
災
事
業
の
拡
充
を
行

う
と
い
う
考
え
自
体
が
本

質
的
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

QA

Q

A

Q

A

Q

A

全質問項目

◇本市の学校教育の課題と方向性

について

◇本市の内部統制環境について

◇本市の地域課題解決の取り組み

について 

全質問項目

◇防災は市の責任か自己責任か

◇本市のプロポーザル（企画競争）

入札は透明性・公平性が守られ

ているか

◇梅プロジェクトについて

全質問項目

◇青山地区へのまほろば号の乗り

入れについて

◇安全安心な通学路について

◇高尾川の改修工事について

全質問項目

適
正
な
行
政
事
務
執
行
の
た
め
に

内
部
統
制
制
度
を
充
実
せ
よ

堺
　
　
　
剛  

議
員

さ
か
い

つ
よ
し

問

青
山
地
区
へ
の
ま
ほ
ろ
ば
号

乗
り
入
れ
の
検
討
状
況
を
知
り
た
い

長
谷
川
　
公
成  

議
員

は       

せ    

が

わ

こ

う

せ

い

問

本
市
の
今
後
の

学
校
教
育
は

徳
永
　
洋
介  

議
員

と

く

な

が

よ

う

す

け

問

防
災
は
、
市
の
責
任
か

そ
れ
と
も
自
己
責
任
か

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

令
和
４
年
度
市
民

意
識
調
査
は
、
調

査
項
目
69
項
目
に
及
ぶ
が
、

市
民
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
さ

ら
に
深
く
分
析
す
る
こ
と

で
、
潜
在
的
な
政
策
の
ア
イ

デ
ア
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
と
考
え
る
。
調
査
結
果
の

活
用
に
関
し
て
３
点
伺
う
。

①
市
民
意
識
調
査
分
析
結
果

を
ど
の
よ
う
な
方
法
や
手

順
で
政
策
立
案
に
生
か
し

て
い
る
の
か
。

②
市
民
意
識
調
査
分
析
結
果

か
ら
導
か
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
と
、
そ
れ
ら
を

解
決
す
る
具
体
的
な
政
策

と
は
。

③
政
策
評
価
の
実
施
状
況
は
。

理
事
　
①
調
査
結

果
は
、
経
営
企
画

課
で
精
査
し
た
う
え
で
庁

内
共
有
し
、
各
所
管
に
お

い
て
も
分
析
を
進
め
、
政

策
立
案
の
検
討
プ
ロ
セ
ス

に
お
け
る
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

②
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
効

果
的
な
行
政
運
営
に
対
す

る
評
価
は
５
年
連
続
上
昇

し
て
い
ま
す
。
市
政
運
営

に
対
し
て
の
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
た
も
の
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
が
、
結

果
に
慢
心
す
る
こ
と
な
く

市
民
満
足
度
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

③
本
市
の
各
種
計
画
に
お
け

る
成
果
指
標
と
し
て
活
用

し
、
計
画
の
目
標
を
明
確

化
、
進
捗
や
成
果
を
可
視

化
す
る
こ
と
で
、
施
策
に

つ
い
て
の
評
価
や
見
直
し

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

８
月
４
日
、
太
宰

府
市
は
18
歳
、
22

歳
を
迎
え
る
就
職
適
齢
期
１

３
８
９
人
分
の
個
人
情
報
を

自
衛
隊
に
提
供
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
２
点
伺
う
。

①
今
年
度
、
市
は
新
た
に
名

簿
提
供
の
除
外
申
請
制
度

を
設
け
る
こ
と
と
し
、
そ

れ
に
よ
り
自
分
の
情
報
の

提
供
を
拒
否
す
る
住
民
が

お
ら
れ
た
。
ま
た
、
情
報

提
供
は
中
止
す
べ
き
と
す

る
署
名
が
５
１
１
筆
、
市

長
に
届
け
ら
れ
た
。
そ
れ

で
も
あ
え
て
今
年
も
提
供

し
た
理
由
と
そ
の
手
続
き

は
。

②
来
年
度
以
降
の
対
応
は
。

市
長
　
①
防
衛
や

災
害
対
策
を
考
え

る
と
自
衛
隊
の
重
要
性
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
が

新
た
な
閣
議
決
定
を
行
い

地
方
公
共
団
体
に
通
知
を

発
出
し
た
こ
と
を
重
く
受

け
と
め
、
提
供
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
議

員
か
ら
の
指
摘
、
署
名
、

個
人
情
報
を
め
ぐ
る
市
民

意
識
の
高
ま
り
な
ど
を
踏

ま
え
、
よ
り
市
民
感
情
に

寄
り
添
い
丁
寧
な
対
応
と

す
べ
く
、
除
外
申
請
制
度

を
設
け
ま
し
た
。
決
裁
も

市
長
が
行
っ
て
い
ま
す
。

②
提
供
す
る
と
し
て
き
た
理

由
は
大
切
に
し
つ
つ
、
よ

り
市
民
感
情
等
も
考
慮
し

て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

太
宰
府
市
民
政
庁

ま
つ
り
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
２
０
２
０
年
か

ら
２
０
２
２
年
ま
で
の
３
年

間
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

２
類
か
ら
５
類
感
染
症
に
移

行
さ
れ
、
４
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
会

場
決
め
に
あ
た
っ
て
は
、
第

１
回
実
行
委
員
会
で
、
事
務

局
か
ら
今
年
は
政
庁
跡
で
開

催
し
た
い
と
話
が
あ
っ
た
。

な
ぜ
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
で

な
く
政
庁
跡
に
な
っ
た
の
か

伺
う
。

部
長
　

今
年
度
は
、

４
年
ぶ
り
の
開
催

に
な
る
こ
と
や
、
本
市
の
誇

る
唯
一
無
二
の
特
別
史
跡
政

庁
跡
で
の
開
催
を
望
む
ご
意

見
が
多
い
こ
と
か
ら
、
令
和

発
祥
の
地
と
な
っ
た
政
庁
跡

に
戻
し
９
月
30
日
に
開
催
す

る
こ
と
が
実
行
委
員
会
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
政
庁
跡
を
は
じ
め

と
す
る
史
跡
の
利
用
の
在
り

方
に
疑
義
が
呈
さ
れ
た
事
実

も
あ
り
、
可
能
な
限
り
史
跡

を
傷
め
ず
、
広
く
市
民
に
開

か
れ
た
形
式
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
、
少

し
趣
を
変
え
た
ま
つ
り
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

全
国
的
に
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い

る
空
き
家
に
関
し
て
、
３
点

伺
う
。

①
本
市
の
空
き
家
の
現
状
と
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い

て
。

②
空
き
家
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
事
前
の
予
防
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
課

題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
。

③
空
き
家
の
利
活
用
の
促
進

の
た
め
に
、
国
の
補
助
を

活
用
し
た
積
極
的
な
支
援

制
度
を
推
進
す
る
考
え
は

な
い
か
。

部
長
　
①
平
成
28

年
度
に
空
き
家
等

実
態
調
査
を
実
施
し
、
７

１
２
件
の
空
き
家
が
判
明

し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

に
は
空
き
家
等
対
策
計
画

を
策
定
し
、
各
関
係
機
関

と
協
定
を
締
結
し
、
連
携

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
令
和
４
年
度

末
時
点
の
空
き
家
件
数
が

３
７
９
件
と
な
り
、
本
市

の
取
組
は
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

②
空
き
家
等
の
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
予
防
が
重
要

で
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、

空
き
家
に
関
す
る
情
報
提

供
等
を
行
う
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
ま
す
。
空
き

家
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

③
既
に
国
の
空
き
家
対
策
モ

デ
ル
事
業
を
活
用
し
て
お

り
、
今
後
も
空
き
家
等
に

関
す
る
補
助
事
業
の
活
用

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

進
め
ま
す
。
　

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

全質問項目

◇太宰府市民政庁まつりについて

◇四王寺林道の側溝整備について

◇政策立案の貴重な情報源である

「市民意識調査」の活用について

◇7月10日の豪雨被害から学ぶ災

害への備えについて

全質問項目

◇本市の空き家対策について

全質問項目

◇自衛隊への個人情報提供につ

いて

◇災害対応について

◇マイナンバーカードについて

全質問項目

市
民
意
識
調
査
は
政
策

立
案
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

木
村
　
彰
人  

議
員

き    

む

ら

あ

き    

と

問

市
民
の
個
人
情
報
を

自
衛
隊
に
わ
た
す
な

神
武
　
　
綾  

議
員

こ

う

た

け

あ

や

問

な
ぜ
政
庁
ま
つ
り
の

会
場
を
変
更
す
る
の
か

舩
越
　
隆
之  

議
員

ふ

な

こ

し

た

か

ゆ

き

問

空
き
家
を
生
じ
さ
せ
な
い

予
防
対
策
を
進
め
よ

橋
本
　
　
健  

議
員

は

し

も

と

け

ん

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

令
和
４
年
度
市
民

意
識
調
査
は
、
調

査
項
目
69
項
目
に
及
ぶ
が
、

市
民
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
さ

ら
に
深
く
分
析
す
る
こ
と

で
、
潜
在
的
な
政
策
の
ア
イ

デ
ア
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
と
考
え
る
。
調
査
結
果
の

活
用
に
関
し
て
３
点
伺
う
。

①
市
民
意
識
調
査
分
析
結
果

を
ど
の
よ
う
な
方
法
や
手

順
で
政
策
立
案
に
生
か
し

て
い
る
の
か
。

②
市
民
意
識
調
査
分
析
結
果

か
ら
導
か
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
と
、
そ
れ
ら
を

解
決
す
る
具
体
的
な
政
策

と
は
。

③
政
策
評
価
の
実
施
状
況
は
。

理
事
　
①
調
査
結

果
は
、
経
営
企
画

課
で
精
査
し
た
う
え
で
庁

内
共
有
し
、
各
所
管
に
お

い
て
も
分
析
を
進
め
、
政

策
立
案
の
検
討
プ
ロ
セ
ス

に
お
け
る
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

②
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
効

果
的
な
行
政
運
営
に
対
す

る
評
価
は
５
年
連
続
上
昇

し
て
い
ま
す
。
市
政
運
営

に
対
し
て
の
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
た
も
の
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
が
、
結

果
に
慢
心
す
る
こ
と
な
く

市
民
満
足
度
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

③
本
市
の
各
種
計
画
に
お
け

る
成
果
指
標
と
し
て
活
用

し
、
計
画
の
目
標
を
明
確

化
、
進
捗
や
成
果
を
可
視

化
す
る
こ
と
で
、
施
策
に

つ
い
て
の
評
価
や
見
直
し

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

８
月
４
日
、
太
宰

府
市
は
18
歳
、
22

歳
を
迎
え
る
就
職
適
齢
期
１

３
８
９
人
分
の
個
人
情
報
を

自
衛
隊
に
提
供
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
２
点
伺
う
。

①
今
年
度
、
市
は
新
た
に
名

簿
提
供
の
除
外
申
請
制
度

を
設
け
る
こ
と
と
し
、
そ

れ
に
よ
り
自
分
の
情
報
の

提
供
を
拒
否
す
る
住
民
が

お
ら
れ
た
。
ま
た
、
情
報

提
供
は
中
止
す
べ
き
と
す

る
署
名
が
５
１
１
筆
、
市

長
に
届
け
ら
れ
た
。
そ
れ

で
も
あ
え
て
今
年
も
提
供

し
た
理
由
と
そ
の
手
続
き

は
。

②
来
年
度
以
降
の
対
応
は
。

市
長
　
①
防
衛
や

災
害
対
策
を
考
え

る
と
自
衛
隊
の
重
要
性
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
が

新
た
な
閣
議
決
定
を
行
い

地
方
公
共
団
体
に
通
知
を

発
出
し
た
こ
と
を
重
く
受

け
と
め
、
提
供
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
議

員
か
ら
の
指
摘
、
署
名
、

個
人
情
報
を
め
ぐ
る
市
民

意
識
の
高
ま
り
な
ど
を
踏

ま
え
、
よ
り
市
民
感
情
に

寄
り
添
い
丁
寧
な
対
応
と

す
べ
く
、
除
外
申
請
制
度

を
設
け
ま
し
た
。
決
裁
も

市
長
が
行
っ
て
い
ま
す
。

②
提
供
す
る
と
し
て
き
た
理

由
は
大
切
に
し
つ
つ
、
よ

り
市
民
感
情
等
も
考
慮
し

て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

太
宰
府
市
民
政
庁

ま
つ
り
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
２
０
２
０
年
か

ら
２
０
２
２
年
ま
で
の
３
年

間
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

２
類
か
ら
５
類
感
染
症
に
移

行
さ
れ
、
４
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
会

場
決
め
に
あ
た
っ
て
は
、
第

１
回
実
行
委
員
会
で
、
事
務

局
か
ら
今
年
は
政
庁
跡
で
開

催
し
た
い
と
話
が
あ
っ
た
。

な
ぜ
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
で

な
く
政
庁
跡
に
な
っ
た
の
か

伺
う
。

部
長
　

今
年
度
は
、

４
年
ぶ
り
の
開
催

に
な
る
こ
と
や
、
本
市
の
誇

る
唯
一
無
二
の
特
別
史
跡
政

庁
跡
で
の
開
催
を
望
む
ご
意

見
が
多
い
こ
と
か
ら
、
令
和

発
祥
の
地
と
な
っ
た
政
庁
跡

に
戻
し
９
月
30
日
に
開
催
す

る
こ
と
が
実
行
委
員
会
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
政
庁
跡
を
は
じ
め

と
す
る
史
跡
の
利
用
の
在
り

方
に
疑
義
が
呈
さ
れ
た
事
実

も
あ
り
、
可
能
な
限
り
史
跡

を
傷
め
ず
、
広
く
市
民
に
開

か
れ
た
形
式
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
、
少

し
趣
を
変
え
た
ま
つ
り
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

全
国
的
に
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い

る
空
き
家
に
関
し
て
、
３
点

伺
う
。

①
本
市
の
空
き
家
の
現
状
と
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い

て
。

②
空
き
家
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
事
前
の
予
防
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
課

題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
。

③
空
き
家
の
利
活
用
の
促
進

の
た
め
に
、
国
の
補
助
を

活
用
し
た
積
極
的
な
支
援

制
度
を
推
進
す
る
考
え
は

な
い
か
。

部
長
　
①
平
成
28

年
度
に
空
き
家
等

実
態
調
査
を
実
施
し
、
７

１
２
件
の
空
き
家
が
判
明

し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

に
は
空
き
家
等
対
策
計
画

を
策
定
し
、
各
関
係
機
関

と
協
定
を
締
結
し
、
連
携

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
令
和
４
年
度

末
時
点
の
空
き
家
件
数
が

３
７
９
件
と
な
り
、
本
市

の
取
組
は
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

②
空
き
家
等
の
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
予
防
が
重
要

で
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、

空
き
家
に
関
す
る
情
報
提

供
等
を
行
う
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
ま
す
。
空
き

家
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

③
既
に
国
の
空
き
家
対
策
モ

デ
ル
事
業
を
活
用
し
て
お

り
、
今
後
も
空
き
家
等
に

関
す
る
補
助
事
業
の
活
用

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

進
め
ま
す
。
　

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

全質問項目

◇太宰府市民政庁まつりについて

◇四王寺林道の側溝整備について

◇政策立案の貴重な情報源である

「市民意識調査」の活用について

◇7月10日の豪雨被害から学ぶ災

害への備えについて

全質問項目

◇本市の空き家対策について

全質問項目

◇自衛隊への個人情報提供につ

いて

◇災害対応について

◇マイナンバーカードについて

全質問項目

市
民
意
識
調
査
は
政
策

立
案
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

木
村
　
彰
人  

議
員

き    

む

ら

あ

き    

と

問

市
民
の
個
人
情
報
を

自
衛
隊
に
わ
た
す
な

神
武
　
　
綾  

議
員

こ

う

た

け

あ

や

問

な
ぜ
政
庁
ま
つ
り
の

会
場
を
変
更
す
る
の
か

舩
越
　
隆
之  

議
員

ふ

な

こ

し

た

か

ゆ

き

問

空
き
家
を
生
じ
さ
せ
な
い

予
防
対
策
を
進
め
よ

橋
本
　
　
健  

議
員

は

し

も

と

け

ん

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

①
障
害
者
情
報
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
２
点
伺
う
。

⑴
視
覚
障
が
い
者
の
公
的
通

知
等
へ
の
音
声
コ
ー
ド
導

入
に
つ
い
て

⑵
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー

図
書
活
用
に
つ
い
て

②
日
本
初
開
催
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
周
知
と
本
市
出
身

選
手
を
応
援
す
る
取
組
に

つ
い
て

③
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
、

福
祉
団
体
等
の
事
業
Ｐ
Ｒ

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
と
び
う

め
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
た

り
福
祉
ま
つ
り
の
規
模
を

拡
大
す
る
等
、
啓
発
活
動

を
は
か
っ
て
は
ど
う
か
。

④
網
膜
色
素
変
性
症
の
方
の

暗
所
視
支
援
眼
鏡
を
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
対
象

に
追
加
で
き
な
い
か
。

⑤
年
齢
を
問
わ
ず
軽
・
中
等
度

難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入

費
助
成
が
で
き
な
い
か
。

部
長
　

①
⑴
導
入
・

普
及
の
調
査
研
究

を
進
め
、
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業
制
度
の
周
知
に

努
め
ま
す
。
⑵
デ
イ
ジ
ー

図
書
を
活
用
し
て
い
る
福

岡
県
立
図
書
館
に
つ
な
ぐ

た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

の
準
備
、整
備
を
進
め
ま
す
。

②
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
市

出
身
選
手
の
活
躍
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

③
実
行
委
員
会
で
企
画
す
る

福
祉
ま
つ
り
の
内
容
が
充

実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

④
先
進
自
治
体
を
調
査
研
究

し
、
他
自
治
体
の
動
向
に

注
視
い
た
し
ま
す
。

⑤
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度

の
拡
充
の
た
め
全
国
市
長

会
を
通
じ
て
要
望
し
て
い

ま
す
。

水
城
小
学
校
の
通

学
路
に
な
っ
て
い

る
歩
道
橋
は
腐
食
や
損
傷
箇

所
が
見
ら
れ
る
が
、
現
地
調

査
及
び
補
修
工
事
を
早
急
に

行
う
こ
と
は
可
能
か
伺
う
。

ま
た
他
の
歩
道
橋
の
補
修
計

画
が
あ
れ
ば
伺
う
。

部
長
　
市
内
に
歩

道
橋
は
２
か
所
あ

り
、
多
く
の
生
徒
が
利
用
し

て
い
ま
す
。
古
川
歩
道
橋
は

福
岡
国
道
事
務
所
、
水
城
小

学
校
正
門
前
の
歩
道
橋
は
福

岡
県
那
珂
県
土
整
備
事
務
所

が
管
理
者
と
な
っ
て
お
り
、

速
や
か
に
修
繕
修
理
の
要
望

を
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
水

城
小
学
校
正
門
前
の
歩
道
橋

の
ス
テ
ッ
プ
部
分
は
補
修
を

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
既
に
確

認
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
計
画

の
進
捗
に
つ
い
て

２
点
伺
う
。

①
社
会
福
祉
法
第
４
条
第
１

項
及
び
同
法
第
６
条
第
１

項
の
趣
旨
は
何
か
。

②
高
齢
者
、
要
介
護
者
の
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

到
達
モ
デ
ル
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
ま
た
、
現
在

の
到
達
レ
ベ
ル
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

部
長
　
①
法
第
４

条
第
１
項
で
は
地

域
住
民
が
主
体
で
あ
る
と

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
全

て
住
民
任
せ
で
は
な
く
、

例
え
ば
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
地
域
の
方
々

等
と
協
力
し
な
が
ら
、高
齢

者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
国
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務
に
つ
い
て
示
し
て
い
る

法
第
６
条
第
１
項
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
法
に
基

づ
き
適
切
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

②
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
支
え
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
に
、
住
民
、

行
政
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

民
間
企
業
な
ど
の
多
様
な

主
体
で
取
り
組
み
、
自
助

の
視
点
で
の
健
康
寿
命
の

延
伸
、
互
助
の
視
点
で
の

お
互
い
さ
ま
の
活
動
を
増

や
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
現
状
で
は
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中

心
と
な
り
、
高
齢
者
の
地

域
に
お
け
る
困
り
事
等
を

支
え
合
い
で
解
決
す
る
た

め
の
住
民
主
体
の
取
組
を

進
め
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

学
校
教
育
は
、
教

員
の
働
き
方
改
革

を
理
由
に
部
活
指
導
を
民
間

へ
移
行
す
る
な
ど
教
員
と
生

徒
と
の
接
点
が
少
な
く
な
り
、

生
徒
指
導
が
難
し
く
な
る
と

考
え
、
本
市
の
今
後
の
中
学

校
教
育
に
つ
い
て
５
点
伺
う
。

①
生
徒
の
指
導
方
法
の
見
直

し
の
必
要
性
に
つ
い
て

②
教
科
指
導
の
質
の
変
化
に

伴
う
生
徒
へ
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て

③
学
校
で
の
学
習
環
境
を
整

え
る
朝
自
習
等
の
実
施
に

つ
い
て

④
部
活
を
し
て
い
る
生
徒
の

家
庭
学
習
環
境
の
実
態
と

指
導
に
つ
い
て

⑤
太
宰
府
中
学
校
独
自
の
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｅ
ノ
ー

ト
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

理
事
　
①
家
庭
や

地
域
社
会
及
び
関

係
機
関
等
と
の
連
携
・
協

力
で
生
徒
指
導
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
生
徒
負
担
を
考
慮
し
効
果

的
な
指
導
を
行
う
よ
う
学

校
に
引
き
続
き
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

③
生
徒
の
学
習
状
況
に
応
じ

て
、
最
適
な
方
法
、
手
段

を
研
究
し
な
が
ら
朝
の
貴

重
な
時
間
の
活
用
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

④
部
活
動
加
入
率
は
、
市
全

体
で
１
年
生
が
84
％
、
２

年
生
が
82
％
で
す
。
部
活

動
生
徒
に
対
し
て
も
家
庭

学
習
に
つ
い
て
指
導
し
て

い
ま
す
。

⑤
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｅ

ノ
ー
ト
は
、
自
身
で
計
画

を
た
て
て
学
習
を
進
め
て

い
く
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
生
徒
の
負
担
と
な

る
状
況
が
発
生
す
れ
ば
取

組
み
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

QA

Q

A

Q

A

QA

全質問項目

◇高齢者福祉計画の進捗について

◇災害時避難計画の進捗について

◇共生社会の実現に向けた取り組

みについて

全質問項目

◇中学校教育について

全質問項目
◇市内通学路の歩道橋について

◇いきいき情報センターのエスカレーターについて

全質問項目

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て

小
畠
　
真
由
美  

議
員

お     

ば

た

ま       

ゆ       

み

問

市
内
通
学
路
の

歩
道
橋
の
補
修
計
画
は

原
田
　
久
美
子  

議
員

は

ら    

だ

く       

み       

こ

問

高
齢
者
福
祉
計
画
の

進
捗
は

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

問

中
学
校
教
育
の
充
実
を

入
江
　
　
寿  

議
員

い

り    

え

ひ
さ
し

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

①
障
害
者
情
報
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
２
点
伺
う
。

⑴
視
覚
障
が
い
者
の
公
的
通

知
等
へ
の
音
声
コ
ー
ド
導

入
に
つ
い
て

⑵
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー

図
書
活
用
に
つ
い
て

②
日
本
初
開
催
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
周
知
と
本
市
出
身

選
手
を
応
援
す
る
取
組
に

つ
い
て

③
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
、

福
祉
団
体
等
の
事
業
Ｐ
Ｒ

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
と
び
う

め
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
た

り
福
祉
ま
つ
り
の
規
模
を

拡
大
す
る
等
、
啓
発
活
動

を
は
か
っ
て
は
ど
う
か
。

④
網
膜
色
素
変
性
症
の
方
の

暗
所
視
支
援
眼
鏡
を
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
対
象

に
追
加
で
き
な
い
か
。

⑤
年
齢
を
問
わ
ず
軽
・
中
等
度

難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入

費
助
成
が
で
き
な
い
か
。

部
長
　

①
⑴
導
入
・

普
及
の
調
査
研
究

を
進
め
、
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業
制
度
の
周
知
に

努
め
ま
す
。
⑵
デ
イ
ジ
ー

図
書
を
活
用
し
て
い
る
福

岡
県
立
図
書
館
に
つ
な
ぐ

た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

の
準
備
、整
備
を
進
め
ま
す
。

②
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
市

出
身
選
手
の
活
躍
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

③
実
行
委
員
会
で
企
画
す
る

福
祉
ま
つ
り
の
内
容
が
充

実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

④
先
進
自
治
体
を
調
査
研
究

し
、
他
自
治
体
の
動
向
に

注
視
い
た
し
ま
す
。

⑤
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度

の
拡
充
の
た
め
全
国
市
長

会
を
通
じ
て
要
望
し
て
い

ま
す
。

水
城
小
学
校
の
通

学
路
に
な
っ
て
い

る
歩
道
橋
は
腐
食
や
損
傷
箇

所
が
見
ら
れ
る
が
、
現
地
調

査
及
び
補
修
工
事
を
早
急
に

行
う
こ
と
は
可
能
か
伺
う
。

ま
た
他
の
歩
道
橋
の
補
修
計

画
が
あ
れ
ば
伺
う
。

部
長
　
市
内
に
歩

道
橋
は
２
か
所
あ

り
、
多
く
の
生
徒
が
利
用
し

て
い
ま
す
。
古
川
歩
道
橋
は

福
岡
国
道
事
務
所
、
水
城
小

学
校
正
門
前
の
歩
道
橋
は
福

岡
県
那
珂
県
土
整
備
事
務
所

が
管
理
者
と
な
っ
て
お
り
、

速
や
か
に
修
繕
修
理
の
要
望

を
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
水

城
小
学
校
正
門
前
の
歩
道
橋

の
ス
テ
ッ
プ
部
分
は
補
修
を

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
既
に
確

認
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
計
画

の
進
捗
に
つ
い
て

２
点
伺
う
。

①
社
会
福
祉
法
第
４
条
第
１

項
及
び
同
法
第
６
条
第
１

項
の
趣
旨
は
何
か
。

②
高
齢
者
、
要
介
護
者
の
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

到
達
モ
デ
ル
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
ま
た
、
現
在

の
到
達
レ
ベ
ル
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

部
長
　
①
法
第
４

条
第
１
項
で
は
地

域
住
民
が
主
体
で
あ
る
と

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
全

て
住
民
任
せ
で
は
な
く
、

例
え
ば
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
地
域
の
方
々

等
と
協
力
し
な
が
ら
、高
齢

者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
国
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務
に
つ
い
て
示
し
て
い
る

法
第
６
条
第
１
項
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
法
に
基

づ
き
適
切
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

②
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
支
え
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
に
、
住
民
、

行
政
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

民
間
企
業
な
ど
の
多
様
な

主
体
で
取
り
組
み
、
自
助

の
視
点
で
の
健
康
寿
命
の

延
伸
、
互
助
の
視
点
で
の

お
互
い
さ
ま
の
活
動
を
増

や
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
現
状
で
は
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中

心
と
な
り
、
高
齢
者
の
地

域
に
お
け
る
困
り
事
等
を

支
え
合
い
で
解
決
す
る
た

め
の
住
民
主
体
の
取
組
を

進
め
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

学
校
教
育
は
、
教

員
の
働
き
方
改
革

を
理
由
に
部
活
指
導
を
民
間

へ
移
行
す
る
な
ど
教
員
と
生

徒
と
の
接
点
が
少
な
く
な
り
、

生
徒
指
導
が
難
し
く
な
る
と

考
え
、
本
市
の
今
後
の
中
学

校
教
育
に
つ
い
て
５
点
伺
う
。

①
生
徒
の
指
導
方
法
の
見
直

し
の
必
要
性
に
つ
い
て

②
教
科
指
導
の
質
の
変
化
に

伴
う
生
徒
へ
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て

③
学
校
で
の
学
習
環
境
を
整

え
る
朝
自
習
等
の
実
施
に

つ
い
て

④
部
活
を
し
て
い
る
生
徒
の

家
庭
学
習
環
境
の
実
態
と

指
導
に
つ
い
て

⑤
太
宰
府
中
学
校
独
自
の
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｅ
ノ
ー

ト
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

理
事
　
①
家
庭
や

地
域
社
会
及
び
関

係
機
関
等
と
の
連
携
・
協

力
で
生
徒
指
導
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
生
徒
負
担
を
考
慮
し
効
果

的
な
指
導
を
行
う
よ
う
学

校
に
引
き
続
き
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

③
生
徒
の
学
習
状
況
に
応
じ

て
、
最
適
な
方
法
、
手
段

を
研
究
し
な
が
ら
朝
の
貴

重
な
時
間
の
活
用
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

④
部
活
動
加
入
率
は
、
市
全

体
で
１
年
生
が
84
％
、
２

年
生
が
82
％
で
す
。
部
活

動
生
徒
に
対
し
て
も
家
庭

学
習
に
つ
い
て
指
導
し
て

い
ま
す
。

⑤
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｅ

ノ
ー
ト
は
、
自
身
で
計
画

を
た
て
て
学
習
を
進
め
て

い
く
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
生
徒
の
負
担
と
な

る
状
況
が
発
生
す
れ
ば
取

組
み
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

QA

Q

A

Q

A

QA

全質問項目

◇高齢者福祉計画の進捗について

◇災害時避難計画の進捗について

◇共生社会の実現に向けた取り組

みについて

全質問項目

◇中学校教育について

全質問項目
◇市内通学路の歩道橋について

◇いきいき情報センターのエスカレーターについて

全質問項目

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て

小
畠
　
真
由
美  

議
員

お     

ば

た

ま       

ゆ       

み

問

市
内
通
学
路
の

歩
道
橋
の
補
修
計
画
は

原
田
　
久
美
子  

議
員

は

ら    

だ

く       

み       

こ

問

高
齢
者
福
祉
計
画
の

進
捗
は

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

問

中
学
校
教
育
の
充
実
を

入
江
　
　
寿  

議
員

い

り    

え

ひ
さ
し

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問
／
特
別
委
員
会
の
設
置
／
所
管
調
査
報
告

不
登
校
児
童
・
生

徒
の
自
殺
リ
ス
ク

の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
、

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
は

増
え
、
し
か
も
相
談
も
で
き

ず
に
い
る
子
ど
も
も
多
い
。

自
分
に
目
を
向
け
て
く
れ
る

居
場
所
を
意
図
的
に
作
る
必

要
が
あ
る
た
め
６
点
伺
う
。

①
本
市
の
不
登
校
の
状
況

②
市
の
取
組
、
情
報
提
供
、

人
材
育
成

③
居
場
所
づ
く
り
へ
の
公
的

支
援

④
子
ど
も
の
声
を
聞
く
た
め

の
取
組

⑤
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
扱
い

⑥
子
ど
も
の
権
利
条
例
に
つ

い
て

理
事
　
①
令
和
４

年
度
は
前
年
度
よ

り
小
学
校
で
１
・
38
倍
、
中

学
校
で
１
・
27
倍
に
増
え

て
い
ま
す
。

部
長
　
②
既
存
の
市
の
取
組

の
ほ
か
、
民
間
の
子
ど
も

食
堂
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
周
知
と
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
市
で
は
生

活
支
援
課
が
中
心
と
な
っ

て
お
り
、
多
く
の
支
援
団

体
が
参
画
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

③
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
は

施
設
利
用
料
の
免
除
、
冷

蔵
庫
の
設
置
等
を
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
支
援
策
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
を
続

け
ま
す
。

理
事
　
④
教
職
員
が
連
絡
帳

や
相
談
ポ
ス
ト
を
通
じ
て

声
を
か
け
た
り
、タ
ブ
レ
ッ

ト
上
に
相
談
先
一
覧
を
貼
り

付
け
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

⑤
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
在
宅

学
習
を
出
席
扱
い
に
す
る

ル
ー
ル
を
作
る
な
ど
し
て

学
校
と
の
連
携
を
進
め
て

い
ま
す
。

部
長
　
⑥
今
年
度
の
重
点
事

業
と
し
て
策
定
手
順
の
検

討
を
進
め
る
準
備
を
し
て

い
ま
す
。

２
０
２
０
年
６
月

に
、
多
様
化
す
る

高
齢
者
の
生
活
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
欲
し
い
と
い
う
趣
旨
で

タ
ク
シ
ー
代
補
助
の
可
能
性

に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

近
隣
の
状
況
を
参
考
に
調
査

す
る
と
の
回
答
だ
っ
た
。

市
内
の
公
共
交
通
と
い
え

ば
、
ま
ほ
ろ
ば
号
が
思
い
浮

か
ぶ
が
、
市
内
公
共
交
通
の

維
持
は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
既

存
の
他
の
交
通
手
段
も
視
野

に
入
れ
て
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
改
め
て
タ
ク
シ
ー
利
用

補
助
を
訴
え
た
い
が
市
の
見

解
を
伺
う
。

部
長
　
今
後
予
想

さ
れ
る
人
口
減
少

の
本
格
化
や
高
齢
者
の
運
転

免
許
証
の
返
納
増
加
、
運
転

手
不
足
の
深
刻
化
な
ど
公
共

交
通
の
維
持
・
確
保
は
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
、
早
期

の
地
域
公
共
交
通
計
画
、
総

合
交
通
計
画
の
策
定
に
着
手

し
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
心
身
に
重
度
の

障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
活

動
の
範
囲
を
広
げ
、
日
常
生

活
の
利
便
を
図
る
事
を
目
的

に
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一

部(
初
乗
り
運
賃
)を
助
成
し

て
い
ま
す
。

平
成
29
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
だ

っ
た
特
殊
詐
欺
件
数
は
、
令

和
２
年
か
ら
再
び
増
加
傾
向

に
転
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

高
齢
者
が
詐
欺
や
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
の
方
策
に
関
し
て
、
２

点
伺
う
。

①
本
市
に
お
け
る
高
齢
者
の

詐
欺
被
害
や
消
費
生
活
相

談
の
現
状
に
つ
い
て
。

②
市
民
が
詐
欺
や
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
の
市
の
対
応
に
つ

い
て
。

部
長
　
①
本
市
の

特
殊
詐
欺
件
数
は
、

令
和
２
年
は
５
件
で
被
害

総
額
が
約
１
,
１
２
０
万

円
、
令
和
３
年
は
13
件
で

約
１
,
４
８
０
万
円
、
令

和
４
年
は
５
件
で
約
２
０

０
万
円
、
令
和
５
年
は
６

月
時
点
で
３
件
、
約
３
０

０
万
円
で
す
。
65
歳
以
上

の
被
害
割
合
は
、
令
和
２

年
は
71
％
、
令
和
３
年
は

89
％
、
令
和
４
年
は
77
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
の
消
費
生
活

相
談
件
数
の
約
半
数
が
60

代
か
ら
90
代
で
し
た
。

②
市
民
の
防
犯
意
識
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
防
犯
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
掲
載
、
広
報
の

防
犯
だ
よ
り
の
活
用
、
防

犯
専
門
官
に
よ
る
出
前
講

座
等
、
防
犯
に
対
す
る
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
員
を
配
置
し
、
相
談

い
た
だ
く
よ
う
周
知
啓
発

に
努
め
ま
す
。

Q

A

QA

Q

A

全質問項目

◇高齢者の詐欺被害や消費者トラ

ブルについて

◇防火体制の整備について

◇子どもの「多様な居

場所」づくりについて

全質問項目

◇生活のための交通手段の確保について

◇歴史スポーツ公園について

◇子どもの権利条例制定を求める署名に

ついて

◇自衛隊への個人情報提供について

全質問項目

学
校
以
外
に
も

多
様
な
居
場
所
を

馬
場
　
礼
子  

議
員

ば       

ば

れ

い    

こ

問

生
活
の
た
め
の
交
通
補
助

笠
利
　
　
毅  

議
員

か

さ    

り

つ
よ
し

問

詐
欺
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
高
齢
者
を
守
れ

今
泉
　
義
文  

議
員

い

ま  

い
ず
み

よ

し

ふ

み

問

日にち： 令和5年7月14日㈮

調査先： 福岡県立太宰府特別支援学校、教育支援センター、

 文化ふれあい館

福岡県立太宰府特別支援学校は、大佐野にある県下で1番大きな特

別支援学校で、生徒数は、平成20年比で1.6倍と増えています。教員不

足・専門性向上・若手教員育成が課題で、今後、県内に3校の特別支援学校が新設予定です。

教育支援センターは坂本にあり、不登校生徒・児童の自立や学校復帰に向けて指導をしています。市内

小中学校と連携しながら対策を講じています。

文化ふれあい館は国分にあり、史跡を案内する施設でありながら、地元の方が利用する公民館に近い機

能と埋蔵文化財を調査する機能を兼ね備えています。今後、デジタル化を進め、保存と活用に向けたデー

タ作りを継続していきます。

現地の調査を通して、改めて知りえた情報や特有の問題について今後も注視していきます。

総 務 文 教 常 任 委 員 会

所 管 調 査 報 告

特別委員会（手話言語条例調査研究特別委員会）の設置
手話を必要とする者の意思疎通及び自己形成の手段としての利用を推進し、誰もが安心して生活できる共

生社会の実現等を趣旨とする手話言語条例の制定に向けた調査研究を行うために設置しました。

委 員 長 小畠　真由美
副委員長 笠利　毅
委　 　 員 門田　直樹・長谷川　公成・陶山　良尚・入江　寿・森田　正嗣・馬場　礼子・タコスキッド

文化ふれあい館

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問
／
特
別
委
員
会
の
設
置
／
所
管
調
査
報
告

不
登
校
児
童
・
生

徒
の
自
殺
リ
ス
ク

の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
、

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
は

増
え
、
し
か
も
相
談
も
で
き

ず
に
い
る
子
ど
も
も
多
い
。

自
分
に
目
を
向
け
て
く
れ
る

居
場
所
を
意
図
的
に
作
る
必

要
が
あ
る
た
め
６
点
伺
う
。

①
本
市
の
不
登
校
の
状
況

②
市
の
取
組
、
情
報
提
供
、

人
材
育
成

③
居
場
所
づ
く
り
へ
の
公
的

支
援

④
子
ど
も
の
声
を
聞
く
た
め

の
取
組

⑤
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
扱
い

⑥
子
ど
も
の
権
利
条
例
に
つ

い
て

理
事
　
①
令
和
４

年
度
は
前
年
度
よ

り
小
学
校
で
１
・
38
倍
、
中

学
校
で
１
・
27
倍
に
増
え

て
い
ま
す
。

部
長
　
②
既
存
の
市
の
取
組

の
ほ
か
、
民
間
の
子
ど
も

食
堂
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
周
知
と
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
市
で
は
生

活
支
援
課
が
中
心
と
な
っ

て
お
り
、
多
く
の
支
援
団

体
が
参
画
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

③
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
は

施
設
利
用
料
の
免
除
、
冷

蔵
庫
の
設
置
等
を
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
支
援
策
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
を
続

け
ま
す
。

理
事
　
④
教
職
員
が
連
絡
帳

や
相
談
ポ
ス
ト
を
通
じ
て

声
を
か
け
た
り
、タ
ブ
レ
ッ

ト
上
に
相
談
先
一
覧
を
貼
り

付
け
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

⑤
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
在
宅

学
習
を
出
席
扱
い
に
す
る

ル
ー
ル
を
作
る
な
ど
し
て

学
校
と
の
連
携
を
進
め
て

い
ま
す
。

部
長
　
⑥
今
年
度
の
重
点
事

業
と
し
て
策
定
手
順
の
検

討
を
進
め
る
準
備
を
し
て

い
ま
す
。

２
０
２
０
年
６
月

に
、
多
様
化
す
る

高
齢
者
の
生
活
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
欲
し
い
と
い
う
趣
旨
で

タ
ク
シ
ー
代
補
助
の
可
能
性

に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

近
隣
の
状
況
を
参
考
に
調
査

す
る
と
の
回
答
だ
っ
た
。

市
内
の
公
共
交
通
と
い
え

ば
、
ま
ほ
ろ
ば
号
が
思
い
浮

か
ぶ
が
、
市
内
公
共
交
通
の

維
持
は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
既

存
の
他
の
交
通
手
段
も
視
野

に
入
れ
て
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
改
め
て
タ
ク
シ
ー
利
用

補
助
を
訴
え
た
い
が
市
の
見

解
を
伺
う
。

部
長
　
今
後
予
想

さ
れ
る
人
口
減
少

の
本
格
化
や
高
齢
者
の
運
転

免
許
証
の
返
納
増
加
、
運
転

手
不
足
の
深
刻
化
な
ど
公
共

交
通
の
維
持
・
確
保
は
容
易

で
は
な
い
と
認
識
し
、
早
期

の
地
域
公
共
交
通
計
画
、
総

合
交
通
計
画
の
策
定
に
着
手

し
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
心
身
に
重
度
の

障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
活

動
の
範
囲
を
広
げ
、
日
常
生

活
の
利
便
を
図
る
事
を
目
的

に
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一

部(
初
乗
り
運
賃
)を
助
成
し

て
い
ま
す
。

平
成
29
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
だ

っ
た
特
殊
詐
欺
件
数
は
、
令

和
２
年
か
ら
再
び
増
加
傾
向

に
転
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

高
齢
者
が
詐
欺
や
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
の
方
策
に
関
し
て
、
２

点
伺
う
。

①
本
市
に
お
け
る
高
齢
者
の

詐
欺
被
害
や
消
費
生
活
相

談
の
現
状
に
つ
い
て
。

②
市
民
が
詐
欺
や
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
の
市
の
対
応
に
つ

い
て
。

部
長
　
①
本
市
の

特
殊
詐
欺
件
数
は
、

令
和
２
年
は
５
件
で
被
害

総
額
が
約
１
,
１
２
０
万

円
、
令
和
３
年
は
13
件
で

約
１
,
４
８
０
万
円
、
令

和
４
年
は
５
件
で
約
２
０

０
万
円
、
令
和
５
年
は
６

月
時
点
で
３
件
、
約
３
０

０
万
円
で
す
。
65
歳
以
上

の
被
害
割
合
は
、
令
和
２

年
は
71
％
、
令
和
３
年
は

89
％
、
令
和
４
年
は
77
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
の
消
費
生
活

相
談
件
数
の
約
半
数
が
60

代
か
ら
90
代
で
し
た
。

②
市
民
の
防
犯
意
識
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
防
犯
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
掲
載
、
広
報
の

防
犯
だ
よ
り
の
活
用
、
防

犯
専
門
官
に
よ
る
出
前
講

座
等
、
防
犯
に
対
す
る
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
員
を
配
置
し
、
相
談

い
た
だ
く
よ
う
周
知
啓
発

に
努
め
ま
す
。

Q

A

QA

Q

A

全質問項目

◇高齢者の詐欺被害や消費者トラ

ブルについて

◇防火体制の整備について

◇子どもの「多様な居

場所」づくりについて

全質問項目

◇生活のための交通手段の確保について

◇歴史スポーツ公園について

◇子どもの権利条例制定を求める署名に

ついて

◇自衛隊への個人情報提供について

全質問項目

学
校
以
外
に
も

多
様
な
居
場
所
を

馬
場
　
礼
子  

議
員

ば       

ば

れ

い    

こ

問

生
活
の
た
め
の
交
通
補
助

笠
利
　
　
毅  

議
員

か

さ    

り

つ
よ
し

問

詐
欺
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
高
齢
者
を
守
れ

今
泉
　
義
文  

議
員

い

ま  

い
ず
み

よ

し

ふ

み

問

日にち： 令和5年7月14日㈮

調査先： 福岡県立太宰府特別支援学校、教育支援センター、

 文化ふれあい館

福岡県立太宰府特別支援学校は、大佐野にある県下で1番大きな特

別支援学校で、生徒数は、平成20年比で1.6倍と増えています。教員不

足・専門性向上・若手教員育成が課題で、今後、県内に3校の特別支援学校が新設予定です。

教育支援センターは坂本にあり、不登校生徒・児童の自立や学校復帰に向けて指導をしています。市内

小中学校と連携しながら対策を講じています。

文化ふれあい館は国分にあり、史跡を案内する施設でありながら、地元の方が利用する公民館に近い機

能と埋蔵文化財を調査する機能を兼ね備えています。今後、デジタル化を進め、保存と活用に向けたデー

タ作りを継続していきます。

現地の調査を通して、改めて知りえた情報や特有の問題について今後も注視していきます。

総 務 文 教 常 任 委 員 会

所 管 調 査 報 告

特別委員会（手話言語条例調査研究特別委員会）の設置
手話を必要とする者の意思疎通及び自己形成の手段としての利用を推進し、誰もが安心して生活できる共

生社会の実現等を趣旨とする手話言語条例の制定に向けた調査研究を行うために設置しました。

委 員 長 小畠　真由美
副委員長 笠利　毅
委　 　 員 門田　直樹・長谷川　公成・陶山　良尚・入江　寿・森田　正嗣・馬場　礼子・タコスキッド

文化ふれあい館

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ポイント
・ふるさと納税受入額　12億円超を達成

・実質収支　約18億4千万円の黒字

・市税収入　過去最高の約86億円

・市債（借金）残高　5年連続で減少

・基金（貯金）残高　約8億3千万円増加

令和４年度決算

16年計画の
道路改良事業完了

新設された保育所

令和の都だざいふ応援大使就任

着工前

保育所施設整備の推進で
待機児童ゼロ達成

市制施行40周年
記念式典開催

議会だより
合併号
議会だよりは

47ページ以降に
掲載しています。

2023
（令和5年）

11
No.1026

10
月
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組

合
の
管
理
者
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
慣
例
と
し
て
筑
紫
野

市
長
が
常
時
務
め
て
お
り
、
本

市
に
と
っ
て
初
と
な
り
ま
す
。

顧
み
れ
ば
消
防
署
の
体
制
や

予
算
負
担
な
ど
も
同
等
で
あ
り
、

両
市
が
よ
り
対
等
か
つ
緊
密
に

連
携
す
る
た
め
に
も
輪
番
と
す

る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
本
市
並
び
に
市
民
の
皆
さ

ま
の
意
向
を
消
防
行
政
に
も
反

映
さ
せ
、
危
機
管
理
の
更
な
る

強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
　

令
和
４
年
度
の
決
算
も
本
号

で
特
集
し
て
お
り
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
が
私
の
就
任
時
か
ら

比
べ
30
倍
以
上
と
な
る
12
億
円

を
大
き
く
超
え
好
調
で
す
。
　

ま
た
、
市
税
収
入
も
過
去
最

高
の
約
86
億
円
と
な
る
な
ど
Ｖ

字
回
復
を
遂
げ
、
実
質
収
支
も

18
億
円
を
超
え
る
２
年
連
続
の

大
き
な
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
果
実
を
将
来
の
危

機
に
備
え
た
基
金
積
立
や
利
払

い
リ
ス
ク
低
減
の
市
債
償
還
に

充
て
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援

等
に
も
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

※掲載記事は編集作業の都合上10月17日時点までの情報に基づきます。配布時とのずれなどございましたらご了承ください。

所
管
調
査
報
告
／
編
集
後
記

60第 177 号令和 5 年 11 月 1 日

日にち： 令和5年7月19日㈬

調査先： 筑紫保育園、太宰府くじら保育園、

 五条くじら小規模保育園、障害者支援施設宰府園、

 特別養護老人ホームサンケア太宰府ユニット

環境厚生常任委員会の所管調査において５つの施設を調査し

ました。

そのうち、障害者支援施設宰府園では、就労継続支援として、利用者の方が木工製品の創作活動に没

頭されていました。記念品なども作られているので、多くの皆さんにご利用いただきたいです。コミュニティ

ホールは福祉避難所として市と提携を結んでいます。一般の方向けではなく、支援が必要な方の避難所と

なっています。

◇
編
集
後
記
◇

今
年
は
、
気
象
状
態
が
著
し
い
も
の
で
し
た
。
毎
日
の
よ

う
に
猛
暑
日
が
続
き
、
各
地
で
は
線
状
降
水
帯
の
影
響
で

大
雨
の
被
害
が
あ
り
、
災
害
の
問
題
が
著
し
く
変
化
し
て

い
る
状
況
で
す
。

私
の
幼
少
期
に
は
、
こ
ん
な
気
候
に
な
る
な
ん
て
思
い
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

秋
の
運
動
会
で
は
、
そ
の
季
節
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
甘

ず
っ
ぱ
い
青
ミ
カ
ン
や
梨
、
柿
、
栗
が
用
意
さ
れ
、
母
が
朝
早

く
か
ら
作
っ
て
く
れ
た
弁
当
を
持
っ
て
家
族
で
応
援
し
て
く

れ
た
事
に
感
謝
で
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
こ
ろ
、
子
ど
も
の
こ

ろ
の
良
い
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
話
せ
る
よ
う
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。

ま
た
、
登
下
校
時
に
風
と
共
に
漂
う
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香

り
は
、
今
で
は
懐
か
し
い
秋
の
香
り
で
す
。

(久
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環 境 厚 生 常 任 委 員 会

所 管 調 査 報 告

日にち： 令和5年7月20日㈭

調査先： 福岡地区水道企業団水質センター、

 海水淡水化センター

水質センターは私たちの水道水を科学的に検査し安全を担保して

いる施設です。福岡都市圏の水道水の約1/3を占める筑後川からの

水に限らず太宰府市の水道水も当センターで適時、高度に専門的な検査で水質を確認しています。

海水淡水化センターは稼働開始から約20年が経ち、設備の更新期に入っています。先駆的な海水淡水

化施設でしたが、海底の砂によるろ過効果が非常に高いことが分かったことで工程の簡略化を行うなど、い

まも技術の革新を進めています。

日本の水道水は、単に気候や国土の恵みというだけではなく、私たち社会の不断の努力で保たれている

という認識を市民と分かち合いたいです。

建 設 経 済 常 任 委 員 会

水質センター

障害者支援施設宰府園

 
 


